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存在理由のある
企業たらん

菓子業界の
近代化に貢献した『105型』

（1966年2月）

　世界初の自動包あん機『R-3型』を開発
以来、改良を重ね、操作性、耐久性を向上
させて国内向けに発売された『105型』
は、最も手間のかかる生地の計量・分割
と包あん作業を安定した品質で自動化
し、和菓子職人の悩みを一挙に解決した
普及型機種である。8年間で1,838台を
販売。2015年7月には日本機械学会より

『機械遺産』として認定されている。



　このたびの各地における地震および豪雨などの災害により被災された皆様ならびにご家族の	
皆様に、心よりお見舞い申し上げます。皆様の安全と被災地の一日も早い復興を心よりお祈り申し
上げます。

　わが国経済は、緩やかな景気回復基調が継続していますが、海外経済の不確実性や、金融資本市場
を中心とした不安定な状況に対する懸念があり、先行きは不透明な状況が続いています。
　このような環境下、今年度から新たに5ヵ年の「中期経営計画」をスタートいたしました。今期の	
主な取り組みとして①開発生産本部の体質改善　②設計業務稼働率向上　③基幹システムの見直し　
④QMS品質改善活動の継続　⑤各部門の継続的改善および効率化の追求　⑥間接部門の現場力強化　
を掲げ、将来の成長に向けた収益基盤の強化に努めております。

　当社グループが市場とする食品業界では、消費者ニーズの高度化、多様化に伴う商品のバラエ
ティー化、人手不足を背景とした省人化・省力化などの課題を抱えており、さまざまなニーズに対応
した提案をしてきました。
　以上の結果、第57期第2四半期連結累計期間（2018年4月1日～2018年9月30日）における売上
高は15,442百万円（前年同期比9.8%増）、営業利益は1,778百万円（同9.8%減）と増収減益となり
ました。経常利益は1,916百万円（同5.9%減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は1,247百万円	
（同10.1%減）となりました。

　これからも、中期経営計画の目標達成に向け取り組みを強化すると共に、コンプライアンスと	
品質管理の徹底を図り、「世界的なビジョナリーカンパニー」の実現に向けて取り組んでまいります。

　なお、当期の中間配当につきましては、1株当たり14円で実施させていただきます。ここに重ねて
ご報告申し上げます。

　株主の皆様には、末永く当社グループをご支援いただきますよう、心よりお願い申し上げます。

2018年12月

株主の皆様には日頃より
多大なご支援をいただき、
厚く御礼を申し上げます。

代表取締役社長
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　このたびの各地における地震および豪雨などの災害により被災された皆様ならびにご家族の 
皆様に、心よりお見舞い申し上げます。皆様の安全と被災地の一日も早い復興を心よりお祈り申し
上げます。

　わが国経済は、緩やかな景気回復基調が継続していますが、海外経済の不確実性や、金融資本市場
を中心とした不安定な状況に対する懸念があり、先行きは不透明な状況が続いています。
　このような環境下、今年度から新たに5ヵ年の「中期経営計画」をスタートいたしました。今期の 
主な取り組みとして①開発生産本部の体質改善　②設計業務稼働率向上　③基幹システムの見直し　
④QMS品質改善活動の継続　⑤各部門の継続的改善および効率化の追求　⑥間接部門の現場力強化　
を掲げ、将来の成長に向けた収益基盤の強化に努めております。

　当社グループが市場とする食品業界では、消費者ニーズの高度化、多様化に伴う商品のバラエ
ティー化、人手不足を背景とした省人化・省力化などの課題を抱えており、さまざまなニーズに対応
した提案をしてきました。
　以上の結果、第57期第2四半期連結累計期間（2018年4月1日〜2018年9月30日）における売上
高は15,442百万円（前年同期比9.8%増）、営業利益は1,778百万円（同9.8%減）と増収減益となり
ました。経常利益は1,916百万円（同5.9%減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は1,247百万円 

（同10.1%減）となりました。

　これからも、中期経営計画の目標達成に向け取り組みを強化すると共に、コンプライアンスと 
品質管理の徹底を図り、「世界的なビジョナリーカンパニー」の実現に向けて取り組んでまいります。

　なお、当期の中間配当につきましては、1株当たり14円で実施させていただきます。ここに重ねて
ご報告申し上げます。

　株主の皆様には、末永く当社グループをご支援いただきますよう、心よりお願い申し上げます。

2018年12月

国内での大型自動化生産ラインの販売が好調に推移しました。

　国内では、食品生産業界における「人手不足の解消・改善」や「生産商品
の品質アップまたはバラエティー化」、「生産能力の増強」等の要望に対応
した大型自動化生産ラインの販売
が好調で売上を伸ばしました。
　海外では、アジアの中華まんや
月餅、ヨーロッパのクノーデル、 
スコッチエッグ等の生産用として
火星人シリーズの販売が堅調であ
りましたが、全般的に自動化生産
ラインの販売が減少しました。

米国市場でのパンの販売が減少しました。

　米国の子会社であるオレンジベーカリーは、新規顧客へのフィ
リング入りパイ製品の販売が好調でしたが、大手顧客へのクロ
ワッサン等の販売が減
少したため、売上が減少
しました。また、国内の
子会社である㈲ホシノ
天然酵母パン種は、大手
顧客へのパン種の販売
が減少しました。

株主の皆様には日頃より
多大なご支援をいただき、
厚く御礼を申し上げます。

代表取締役社長
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セグメント別売上高の推移
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TOPICS

樹脂スクリューを
使用している
CN050型火星人Ⓡ

　現在、インドでは食の近代化が急速に進み、当社の機械が続々
と導入され、伝統的なお菓子の生産に活用されています。
　インドでは、高品質・高性能である日本製の機械の人気が高い
ため、当社では日本企業であることを強く打ち出しています。	
また、インドは広く大きな市場ですので、展示会などで当社の機
械を紹介することで、今後も事業の拡大に取り組んでまいります。

生産工作部 加藤 英俊

樹脂スクリューを使用している 
CN050型火星人®

カジュロール
カシューナッツの粉末に砂糖を煮詰めたシロッ
プとカルダモンパウダーを混ぜてつくるお菓子。

フィルドクッキー
菜食主義者の多いインドで食べられている卵 
不使用のクッキー生地でチョコレートを包んだ
お菓子。

モモス
近年、インドで人気が出てきているインド風の 
小籠包。空港付近の売店や国内各地のフードコー
トで売られている。

日々の業務改善活動から

世界にレオンの技術をアピール

　当社では、日頃から業務改善や効率アップを図るた
め、社内改善提案制度を設け、社員のモチベーション
向上や働きがいの醸成にもつなげています。
　このたび、火星人で使用する樹脂スクリューの加工
に関する改善提案が、「栃木県創意工夫功労賞」を受賞
しました。同賞は、優れた創意工夫により職域におけ
る技術の改善・向上に貢献した者に贈られるものです。
　受賞した加藤英俊社員は「社内のみならず、社外で
も評価をいただき大変光栄です。また他の受賞者の
方々の改善への取り組みや熱意に触れ、今まで以上	
に日々改善について考えるようになりました。」と	
コメントしています。
　当社は、今後も食の安全・安心をモットーに、積極的
な業務改善活動を通じてよりよい製品づくりに取り
組んでまいります。

「栃木県創意工夫功労賞」受賞

インド展示会レポート
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〒320-0071 栃木県宇都宮市野沢町2番地3
TEL.028-665-1111
https://www.rheon.com/

会社情報/株式情報 （2018年9月30日現在）
■■■ 会社概要

商 号 レオン自動機株式会社

本 社 栃木県宇都宮市野沢町2番地3
設 立 1963（昭和38）年3月15日
資 本 金 7,351,750,000円
従 業 員 591名

■■■ 役員

代表取締役社長 田　代　　康　憲
専務取締役兼上席執行役員 片　山　　芳　夫
常務取締役兼上席執行役員 中　尾　　明　功
取締役兼執行役員 小　林　　幹　央
取締役兼執行役員 小野口　　和　良
取締役兼執行役員 金　子　　　　保
取締役 根　津　　正　人
取締役 平　原　　　　興
常勤監査役 堀　田　　昭　次
監査役 平　林　　亮　子
監査役 横　山　　　　薫

（注）	 1．	取締役根津正人および取締役平原興は、社外取締役であります。
	 2．	監査役平林亮子および監査役横山薫は、社外監査役であります。
	 3．	取締役根津正人、取締役平原興および監査役平林亮子、監査役横山薫は、東京証券取引所の定め

る独立役員であります。

■■■ 事業所

上 河 内 工 場 宇都宮市中里町715番地1	（ISO9001認証取得）
東 京 営 業 所 港区東麻布1丁目12番5号
札 幌 出 張 所 札幌市白石区南郷通20丁目北1番37号
仙 台 出 張 所 仙台市泉区八乙女3丁目12番地の1
名 古 屋 営 業 所 名古屋市名東区社台3丁目32番1号
大 阪 営 業 所 吹田市垂水町3丁目25番11号
岡 山 営 業 所 岡山市北区上中野2丁目12番18号
福 岡 営 業 所 福岡市博多区東那珂1丁目13番15号
台 湾 支 店 台北市内湖區新湖一路118號5樓	台湾
上 海 駐 在 員
事 　 務 　 所

中華人民共和国上海市長寧区虹橋路1438号
古北国際財富中心2期5階	503-30室

■■■ 関連会社

レオンUSA 2	Doppler,	Irvine,	CA	92618,	U.S.A.

レオンヨーロッパ Tiefenbroicher	Weg	30,40472	
Düsseldorf	Germany

株式会社レオンアルミ 栃木県下野市下古山2963番地

オレンジベーカリー 17751	Cowan	Avenue,	Irvine,
CA	92614,	U.S.A.	

有限会社ホシノ
天然酵母パン種 東京都町田市小野路町2278番地3

■■■ 株式の状況

発行可能株式総数 42,800,000株
発行済株式総数 28,392,000株
株主数 5,837名

■■■ 大株主

株主名 持株数	
（千株）

持株比率	
（％）

公益財団法人林レオロジー記念財団 3,030 11.3
ラム商事有限会社 1,703 6.4
レオン自動機取引先持株会 1,557 5.8
株式会社足利銀行 1,260 4.7
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 1,056 3.9
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 950 3.5
レオン自動機従業員持株会 811 3.0
株式会社栃木銀行 680 2.5
THREADNEEDLE	INVESTMENT	FUNDS	ICVC-JAPAN	FUND 619 2.3
株式会社みずほ銀行 500 1.9
※	自己株式1,613,982株を保有しておりますが、上記大株主から除いております。また、持株
比率は自己株式を控除して計算しております。

■■■ 株主メモ
事業年度 4月1日	～	翌年3月31日

期末配当金受領株主確定日 3月31日
中間配当金受領株主確定日 9月30日
定時株主総会 毎年6月
株主名簿管理人

特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同連絡先

三菱UFJ信託銀行株式会社	証券代行部
東京都府中市日鋼町1-1
℡	0120-232-711（通話料無料）
郵送先
〒137-8081	新東京郵便局私書箱第29号
三菱UFJ信託銀行株式会社	証券代行部

上場証券取引所 東京証券取引所

公告の方法
電子公告により行う（ただし、電子公告によること
ができない事故、その他のやむを得ない事由が生
じた時には、日本経済新聞に公告いたします。）

【お知らせ】
1．ご注意
(1)	株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設
されている口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっております。口座を開設さ
れている証券会社等にお問い合せください。株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）で
はお取り扱いできませんのでご注意ください。

(2)	特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、上記特別口座の
口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問い合せください。なお、三菱UFJ信託銀行全
国各支店にてもお取次ぎいたします。

(3)	未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたします。
2．配当金計算書について
配当金の口座振込をご指定の方と同様に、「配当金領収証」により配当金をお受取になら
れる株主様宛にも「配当金計算書」を同封いたしております。配当金をお受取になった後
の配当金額のご確認や確定申告の資料としてご利用いただけます。

所有株数別
分布状況

所有者別
分布状況

個人・その他
27.33%

その他国内法人
20.75%証券会社

1.09%

金融機関
30.34%

外国人
14.81%

自己株式
5.68%

1,000単元以上
71.55%

500単元以上
6.74%

100単元以上
8.58%

50単元以上
2.75%

10単元以上
7.24%

1単元以上
3.11%

1単元未満
0.03%


